
(57)【要約】

【課題】作業機器による電力消費によって車輌が走行で

きないような事態が生じることを未然に防止でき、安心

して作業機器を駆動させて作業を行うことができる作業

車輌における作業機器の駆動制御装置を提供する。

【解決手段】車輌走行用の電源Ｂを利用して車輌に架装

された作業機器を駆動させる作業車輌において、電源容

量の増減を監視手段３２により監視し、この監視結果に

基づいて予め設定した領域ごとに作業機器への出力の増

減を制御して当該作業機器を駆動させる制御手段を備え

ている。制御手段は、電源容量が予め設定した停止領域

に達した際に、作業機器の駆動を停止させるようになさ

れている。制御手段には、電源容量の増減に関わらず作

業機器への出力を低減させる出力低減手段を備えている

。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 輌 走 行 用 の 電 源 を 利 用 し て 車 輌 に 架 装 さ れ た 作 業 機 器 を 駆 動 さ せ る 作 業 車 輌 に お い て 、
電 源 容 量 の 増 減 を 監 視 手 段 に よ り 監 視 し 、 こ の 監 視 結 果 に 基 づ い て 予 め 設 定 し た 領 域 ご と
に 作 業 機 器 へ の 出 力 の 増 減 を 制 御 し て 当 該 作 業 機 器 を 駆 動 さ せ る 制 御 手 段 を 備 え た こ と を
特 徴 と す る 作 業 車 輌 に お け る 作 業 機 器 の 駆 動 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 電 源 容 量 が 予 め 設 定 し た 停 止 領 域 に 達 し た 際 に 、 作 業 機 器 の 駆 動 を 停 止
さ せ る よ う に な さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 作 業 車 輌 に お け る 作 業 機 器 の 駆 動
制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 制 御 手 段 に は 、 電 源 容 量 の 増 減 に 関 わ ら ず 作 業 機 器 へ の 出 力 を 低 減 さ せ る 出 力 低 減 手
段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 作 業 車 輌 に お け る 作 業 機 器 の 駆 動 制 御
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 車 輌 走 行 用 の 電 源 を 利 用 し て 車 輌 に 架 装 さ れ た 作 業 機 器 を 駆 動 さ せ る 作 業 車 輌
に 関 し 、 特 に 、 作 業 機 器 の 駆 動 を 制 御 す る 駆 動 制 御 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 車 輌 に 作 業 機 器 を 架 装 し た 作 業 車 輌 と し て は 、 例 え ば 、 塵 芥 収 容 箱 の 後 方 開 口 部 に
連 設 さ れ た 塵 芥 投 入 箱 の 内 部 に 塵 芥 積 込 装 置 を 設 け た 塵 芥 収 集 機 器 を 車 輌 に 架 装 し た 塵 芥
収 集 車 が あ り 、 油 圧 シ リ ン ダ の 伸 縮 作 動 に よ り 塵 芥 積 込 装 置 を 駆 動 さ せ る こ と で 、 当 該 塵
芥 積 込 装 置 に よ り 塵 芥 を 塵 芥 収 容 箱 に 収 集 す る よ う に し て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ３ １ ５ ５ １ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た 塵 芥 積 込 装 置 を 駆 動 さ せ る 油 圧 シ リ ン ダ は 、 車 輌 の 走 行 用 エ ン ジ ン を 動 力 と し て
Ｐ Ｔ Ｏ を 介 し て 油 圧 モ ー タ を 作 動 さ せ 、 こ の 油 圧 モ ー タ に よ り 油 圧 ポ ン プ を 作 動 さ せ て 圧
油 を 供 給 す る こ と で 、 伸 縮 作 動 さ せ て い る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
と こ ろ で 、 昨 今 、 ハ イ ブ リ ッ ド カ ー や 電 気 自 動 車 が 普 及 し つ つ あ り 、 こ の よ う な 車 輌 に も
作 業 機 器 を 搭 載 し よ う と す る 試 み が あ り 、 こ の 場 合 に は 走 行 用 電 源 で あ る バ ッ テ リ ー 等 を
電 源 と し て 電 動 モ ー タ を 作 動 さ る こ と で 、 油 圧 ポ ン プ を 作 動 さ せ る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し 、 こ の よ う な 場 合 、 走 行 用 電 源 を 作 業 機 器 の 駆 動 に 消 費 す る こ と に な る こ と か ら 、
上 記 電 源 を 消 費 し 過 ぎ る と 車 輌 が 走 行 で き な く な る よ う な 事 態 も 生 じ る 恐 れ も あ り 、 電 源
容 量 の 残 量 に は 十 分 な 注 意 を 払 う 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 作 業 車 輌 に お け る 作 業 機 器 の 駆 動 制 御 装 置 は 、 車 輌 走 行 用 の 電 源 を
利 用 し て 車 輌 に 架 装 さ れ た 作 業 機 器 を 駆 動 さ せ る 作 業 車 輌 に お い て 、 電 源 容 量 の 増 減 を 監
視 手 段 に よ り 監 視 し 、 こ の 監 視 結 果 に 基 づ い て 予 め 設 定 し た 領 域 ご と に 作 業 機 器 へ の 出 力
の 増 減 を 制 御 し て 当 該 作 業 機 器 を 駆 動 さ せ る 制 御 手 段 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の 作 業 車 輌 に お け る 作 業 機 器 の 駆 動 制 御 装 置 は 、 前 記 制 御 手 段 が 、 電
源 容 量 が 予 め 設 定 し た 停 止 領 域 に 達 し た 際 に 、 作 業 機 器 の 駆 動 を 停 止 さ せ る よ う に な さ れ
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た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 の 作 業 車 輌 に お け る 作 業 機 器 の 駆 動 制 御 装 置 は 、 前 記 制 御 手 段 に は 、
電 源 容 量 の 増 減 に 関 わ ら ず 作 業 機 器 へ の 出 力 を 低 減 さ せ る 出 力 低 減 手 段 を 備 え た も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 作 業 車 輌
と し て 塵 芥 収 集 機 器 （ 作 業 機 器 ） を 車 輌 に 架 装 し て な る 塵 芥 収 集 車 を 例 に 採 っ て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ は 、 塵 芥 収 集 車 の 概 略 の 構 成 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ に お い て 、 １ は 塵 芥 収 集 車 で 、 車 体 ２ 上 に 塵 芥 収 容 箱 ３ が 載 置 さ れ て い る 。 こ の 塵 芥
収 容 箱 ３ の 後 方 開 口 部 ４ に は 、 そ の 上 方 で 枢 支 ５ さ れ た 塵 芥 投 入 箱 ６ が 連 接 さ れ て お り 、
こ の 塵 芥 投 入 箱 ６ は 、 塵 芥 収 容 箱 ３ と 塵 芥 投 入 箱 ６ と の 間 に 装 設 さ れ た 図 示 し な い 傾 動 シ
リ ン ダ に よ り 枢 支 ５ を 以 て 傾 動 自 在 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 塵 芥 投 入 箱 ６ の 後 部 に は 投 入 口 ７ が 開 口 さ れ る と と も に 、 そ の 内 部 に は 塵 芥 積 込
装 置 Ａ が 装 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 塵 芥 積 込 装 置 Ａ は 、 塵 芥 投 入 箱 ６ 内 の 塵 芥 を 圧 縮 し て 塵 芥 収 容 箱 ３ 内 に 詰 め 込 む た め
の も の で 、 以 下 、 こ の 塵 芥 積 込 み 装 置 Ａ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
塵 芥 投 入 箱 ６ の 両 側 壁 に は 溝 型 鋼 で 形 成 さ れ た 案 内 溝 部 材 ８ が 補 強 枠 を 兼 ね て 前 方 上 部 よ
り 後 方 下 部 に 向 か っ て 敷 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 塵 芥 投 入 箱 ６ 内 に は そ の 横 幅 一 杯 に 広 が る 摺 動 板 １ ０ が 収 容 さ れ 、 こ の 摺 動 板 １ ０
の 両 側 縁 の 上 下 に は 案 内 ロ ー ラ １ １ が 軸 着 さ れ 、 こ れ ら の 案 内 ロ ー ラ １ １ は 前 記 案 内 溝 部
材 ８ の 内 壁 に 沿 っ て 摺 動 自 在 に 嵌 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 摺 動 板 １ ０ の 背 面 上 部 に は ブ ラ ケ ッ ト を 介 し て 枢 軸 １ ２ が 軸 支 さ れ て お り 、 こ の 枢 軸
１ ２ は 前 記 案 内 溝 部 材 ８ の 背 面 に 沿 う と と も に 、 摺 動 板 １ ０ の 摺 動 距 離 に 合 致 し て 塵 芥 投
入 箱 ６ の 側 壁 に 形 成 さ れ た 図 示 し な い 切 欠 き を 越 え て 塵 芥 投 入 箱 ６ の 内 側 よ り 外 側 に 突 出
す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
そ し て 、 塵 芥 投 入 箱 ６ の 側 壁 か ら 外 側 に 突 出 し た 枢 軸 １ ２ と 塵 芥 投 入 箱 ６ の 下 部 間 に は 、
塵 芥 投 入 箱 ６ の 外 側 に 設 け ら れ る 第 一 伸 縮 シ リ ン ダ １ ３ が 案 内 溝 部 材 ８ の 傾 斜 方 向 に 沿 っ
て 、 か つ 、 そ の 上 方 に 偏 位 し て 連 結 さ れ 、 こ の 第 一 伸 縮 シ リ ン ダ １ ３ の 伸 縮 作 動 に よ っ て
摺 動 板 １ ０ を 案 内 溝 部 材 ８ に 沿 っ て 往 復 移 動 さ せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 前 記 摺 動 板 １ ０ の 下 端 に は 、 塵 芥 投 入 箱 ６ の 横 幅 一 杯 に 広 が る 押 込 板 １ ５ が 前 後 に
揺 動 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 押 込 板 １ ５ の 先 端 は 前 方 に 向 か っ て 若 干 屈 折 形 成 さ れ て い る 。 前 記 押 込 板 １ ５ の 背 面
に 突 設 し た 突 片 １ ５ ａ と 前 記 摺 動 板 １ ０ の 背 面 上 部 に 設 け ら れ た 枢 軸 １ ２ 間 に は 、 第 二 伸
縮 シ リ ン ダ １ ４ が 連 結 さ れ 、 こ の 第 二 伸 縮 シ リ ン ダ １ ４ の 伸 縮 作 動 に よ っ て 前 記 押 込 板 １
５ を 前 後 に 揺 動 さ せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 前 記 塵 芥 収 容 箱 ３ 内 に は 排 出 板 ２ ０ が 前 後 方 向 に 摺 動 自 在 に 配 設 さ れ て い る 。 排
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出 板 ２ ０ は 、 塵 芥 収 容 箱 ３ の 横 幅 及 び 上 下 高 さ と 略 同 じ 大 き さ に 形 成 さ れ た 板 状 体 で あ り
、 図 示 し な い 排 出 シ リ ン ダ の 伸 縮 動 作 に よ り 塵 芥 収 容 箱 ３ 内 を 前 後 に 摺 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
そ し て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 塵 芥 積 込 装 置 Ａ は 、 第 一 、 第 二 伸 縮 シ リ ン ダ １ ３ 、 １ ４ が
何 れ も 伸 長 し て 摺 動 板 １ ０ が 上 昇 終 了 位 置 に あ る 状 態 で 、 投 入 口 ７ を 通 し て 塵 芥 を 塵 芥 投
入 箱 ６ 内 に 投 入 し 、 図 示 し な い 始 動 ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ 操 作 す る こ と で 、 以 下 に 説 明 す る 積 込
動 作 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま ず 、 第 二 伸 縮 シ リ ン ダ １ ４ が 縮 退 作 動 し て 押 込 板 １ ５ が 反 転 作 動 し 、 反 転 終 了 位 置 〔 図
２ （ ａ ） 参 照 〕 に 達 す る 。 こ の 後 、 第 一 伸 縮 シ リ ン ダ １ ３ が 縮 退 作 動 し て 摺 動 板 １ ０ が 下
降 し 、 こ れ に 伴 っ て 押 込 板 １ ５ が 下 降 （ 押 し 潰 し ） 工 程 に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 押 込 板 １ ５ の 下 降 終 了 位 置 〔 図 ２ （ ｂ ） 参 照 〕 に 達 す る と 、 第 二 伸 縮 シ リ ン ダ １ ４
を 伸 長 さ せ て 押 込 板 １ ５ を 前 方 に 揺 動 さ せ 圧 縮 工 程 に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ し て 、 押 込 板 １ ５ が 最 前 方 位 置 〔 図 ２ （ ｃ ） 参 照 〕 ま で 揺 動 す る と 、 第 一 伸 縮 シ リ ン ダ
１ ３ を 縮 退 さ せ て 押 込 板 １ ５ を 上 昇 さ せ 、 上 昇 工 程 に 移 行 し 、 押 込 板 １ ５ が 上 昇 終 了 位 置
に 達 す る と 、 一 連 の 積 込 動 作 を 終 了 す る 〔 図 ２ （ ｄ ） 参 照 〕 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ れ に よ り 反 転 、 下 降 、 圧 縮 、 上 昇 を １ サ イ ク ル と し た 塵 芥 積 込 動 作 を 繰 り 返 し て 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 塵 芥 収 容 箱 ３ に 塵 芥 を 詰 め 込 む 際 に お い て 、 塵 芥 収 容 箱 ３ 内 の 排 出 板 ２ ０ は 、 最 後
方 位 置 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 塵 芥 積 込 装 置 Ａ に よ り 詰 め 込 ま れ る 塵 芥 が 排 出 板 ２ ０ を 押
圧 す る 力 が 所 定 以 上 に 達 し た 際 に 、 排 出 シ リ ン ダ が 縮 退 す る こ と で 徐 々 に 前 方 に 移 動 す る
。 こ の よ う な 排 出 板 ２ ０ の 移 動 動 作 に よ っ て 塵 芥 を 圧 縮 し な が ら 積 み 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ し て 、 こ の よ う に 塵 芥 を 積 み 込 ん で 塵 芥 収 容 箱 ３ が 満 杯 状 態 に な る と 、 塵 芥 の 排 出 作 業
に 移 る 。 す な わ ち 、 図 示 し な い 傾 動 シ リ ン ダ を 伸 長 さ せ 、 塵 芥 投 入 箱 ６ を 枢 支 ５ を 中 心 に
し て 上 方 に 傾 動 さ せ て 塵 芥 収 容 箱 ３ の 後 部 を 開 放 状 態 に し た 後 、 排 出 シ リ ン ダ を 伸 長 さ せ
、 塵 芥 収 容 箱 ３ の 前 部 に 位 置 す る 排 出 板 ２ ０ を 後 方 に 移 動 さ せ る こ と で 、 こ の 塵 芥 収 容 箱
３ 内 に 収 容 さ れ た 塵 芥 を 排 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
と こ ろ で 、 上 述 し た 塵 芥 積 込 装 置 Ａ 等 か ら な る 塵 芥 収 集 機 器 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 車 輌 走
行 用 の 電 源 で あ る バ ッ テ リ Ｂ 等 を 利 用 し て 電 動 モ ー タ Ｍ を 作 動 さ せ る こ と で 駆 動 し て い る
。 す な わ ち 、 バ ッ テ リ ー Ｂ を 電 源 と し て 電 動 モ ー タ Ｍ を 作 動 さ せ て 図 示 し な い 油 圧 ポ ン プ
を 作 動 さ せ る と と も に 、 各 切 換 弁 を 切 換 え て 油 圧 ポ ン プ か ら の 圧 油 の 供 給 経 路 を 切 換 制 御
す る こ と で 、 前 記 各 シ リ ン ダ を 前 述 し た よ う に 伸 縮 作 動 さ せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ し て 、 上 記 電 動 モ ー タ Ｍ は 制 御 手 段 に よ り 駆 動 制 御 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ３ は 、 上 述 し た 電 動 モ ー タ を 駆 動 制 御 す る た め の 制 御 手 段 の 構 成 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ３ に お い て 、 ３ ０ は 作 業 機 器 制 御 部 で あ り 、 こ の 作 業 機 器 制 御 部 ３ ０ に は 作 業 機 器 操 作
部 ３ １ か ら の 操 作 信 号 が 入 力 さ れ る と と も に 、 監 視 手 段 と し て の 電 源 監 視 部 ３ ２ か ら の 監
視 信 号 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
電 源 監 視 部 ３ ２ は 、 バ ッ テ リ Ｂ 等 の 残 り の 電 源 容 量 を 監 視 す る た め の も の で 、 塵 芥 収 集 機
器 の 駆 動 に 伴 っ て 減 少 す る 電 源 容 量 値 を 作 業 機 器 制 御 部 ３ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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作 業 機 器 制 御 部 ３ ０ で は 、 上 述 し た 作 業 機 器 操 作 部 ３ １ 及 び 電 源 監 視 部 ３ ２ か ら の 入 力 信
号 に 基 づ い て 、 モ ー タ ド ラ イ バ ３ ３ を 介 し て 電 動 モ ー タ Ｍ を 以 下 の よ う に 作 動 制 御 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま ず 、 図 ４ に 示 す よ う に 例 え ば バ ッ テ リ Ｂ 等 の 残 り の 電 源 容 量 に 対 し て 通 常 領 域 と 低 消 費
領 域 と 停 止 領 域 と の ３ 領 域 を 予 め 設 定 し て お き 、 電 源 監 視 部 ３ ２ か ら の 電 源 容 量 値 に 基 づ
い て 各 領 域 毎 に 電 動 モ ー タ Ｍ へ の 出 力 を 制 御 し 、 当 該 電 動 モ ー タ Ｍ の 作 動 を 制 御 す る 。 具
体 的 に は 、 電 源 容 量 が 通 常 領 域 に あ る 場 合 に は 電 動 モ ー タ Ｍ が 通 常 の 出 力 で 作 動 す る よ う
に 作 業 機 器 制 御 部 ３ ０ か ら モ ー タ ド ラ イ バ ３ ３ に 作 動 信 号 を 出 力 す る 。 ま た 、 電 源 容 量 が
低 消 費 領 域 に あ る 場 合 に は 電 動 モ ー タ Ｍ が 通 常 の 出 力 よ り も 低 い 低 出 力 で 作 動 す る よ う に
作 業 機 器 制 御 部 ３ ０ か ら モ ー タ ド ラ イ バ ３ ３ に 作 動 信 号 を 出 力 す る 。 さ ら に 、 電 源 容 量 が
停 止 領 域 に あ る 場 合 に は 電 動 モ ー タ Ｍ の 作 動 を 停 止 さ せ る よ う に 作 業 機 器 制 御 部 ３ ０ か ら
モ ー タ ド ラ イ バ ３ ３ に 停 止 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
つ ま り 、 低 消 費 領 域 に お い て は 電 源 容 量 の 減 少 勾 配 が 通 常 領 域 よ り も 緩 や か に な り 、 こ の
結 果 、 電 気 容 量 の 急 激 な 減 少 を 抑 え な が ら 電 動 モ ー タ Ｍ を 作 動 さ せ る こ と に な る 。 従 っ て
、 こ の 電 動 モ ー タ Ｍ に よ り 油 圧 ポ ン プ が 同 様 に 作 動 制 御 さ れ 、 塵 芥 収 集 機 器 を 駆 動 さ せ る
こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の よ う に 作 業 機 器 制 御 部 ３ ０ に よ り バ ッ テ リ Ｂ の 残 り の 電 源 容 量 に 基 づ い て こ の 電 源 容
量 の 減 少 が 緩 や か に な る よ う に 電 動 モ ー タ Ｍ を 作 動 制 御 し 、 電 源 容 量 が あ る 一 定 量 と な る
停 止 領 域 に 達 す る と 電 動 モ ー タ Ｍ の 作 動 を 停 止 し て 塵 芥 収 集 機 器 の 駆 動 を 停 止 さ せ る こ と
で 、 車 輌 の 走 行 に 必 要 な 電 源 を 常 に 確 保 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 塵 芥 収 集 機 器 に
よ る 電 力 消 費 に よ っ て 車 輌 が 走 行 で き な い よ う な 事 態 が 生 じ る こ と な く 、 安 心 し て 塵 芥 収
集 機 器 を 駆 動 さ せ て 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 つ ま り 、 ハ イ ブ リ ッ ド カ ー や 電 気 自 動 車 の
よ う な 車 輌 走 行 用 の バ ッ テ リ 電 源 を 利 用 す る 作 業 車 輌 に 対 し て 非 常 に 有 効 な 駆 動 制 御 を 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
一 方 、 作 業 機 器 制 御 部 ３ ０ で は 前 述 し た 駆 動 制 御 の 他 に 、 例 え ば 夜 間 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ か ら の
操 作 信 号 に 基 づ い て 夜 間 モ ー ド に よ る 制 御 を 行 う よ う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
夜 間 モ ー ド と し て は 、 夜 間 時 に お い て 夜 間 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ を Ｏ Ｎ 操 作 す る こ と で 、 図 ５ に お
い て 実 線 で 示 す 昼 間 時 の 通 常 特 性 パ タ ー ン か ら 図 ５ に お い て 破 線 で 示 す 夜 間 特 性 パ タ ー ン
が 得 ら れ る よ う に 変 化 さ せ 、 電 動 モ ー タ Ｍ の 出 力 を 低 減 さ せ る よ う に し て い る 。 つ ま り 、
こ の 制 御 手 段 に は 、 電 源 容 量 の 増 減 に 関 わ ら ず 塵 芥 収 集 機 器 （ 作 業 機 器 ） へ の 出 力 を 低 減
さ せ る 出 力 低 減 手 段 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
な お 、 図 ５ は 、 電 動 モ ー タ Ｍ の 回 転 数 （ Ｎ ） と ト ル ク （ Ｔ ） と の 関 係 を 示 す 特 性 図 で あ る
。 ま た 、 上 記 夜 間 特 性 パ タ ー ン を 複 数 段 階 に 設 定 し 、 作 業 状 況 に 応 じ て 夜 間 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ
に よ っ て 各 パ タ ー ン を 適 宜 に 選 択 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の よ う に し て 夜 間 時 に お い て は 電 動 モ ー タ Ｍ の 出 力 を 低 減 さ せ る こ と で 、 塵 芥 収 集 機 器
の 駆 動 を 低 減 さ せ て 当 該 塵 芥 収 集 機 器 の 駆 動 に 伴 っ て 生 じ る 騒 音 を 抑 制 す る こ と が で き 、
周 囲 に 与 え る 騒 音 公 害 に 対 し て 配 慮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
な お 、 夜 間 モ ー ド を 設 定 し た 場 合 に お い て も 前 述 し た バ ッ テ リ Ｂ の 残 り の 電 源 容 量 に 基 づ
く 電 動 モ ー タ Ｍ の 作 動 制 御 が 行 わ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
次 に 、 前 述 し た 制 御 手 段 に よ る 制 御 の 流 れ に つ い て 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト 図 を 参 照 し な が
ら 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 作 業 機 器 操 作 部 ３ １ か ら 操 作 信 号 が 作 業 機 器 制 御 部 ３ ０ に 入
力 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ で 作 業 機 器 制 御 部 ３ ０ で は 夜 間 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が Ｏ Ｎ か 否 か を 判
定 す る 。 そ し て 、 夜 間 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が Ｏ Ｎ で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 み 、 電 源 容 量 が 停 止
領 域 か 否 か が 判 定 さ れ 、 電 源 容 量 が 停 止 領 域 で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ ８ に 進 み 出 力 が 停 止 さ れ
る 。 一 方 、 電 源 容 量 が 停 止 領 域 に な け れ ば 、 電 源 容 量 が 低 消 費 領 域 で あ る と 判 定 さ れ 、 ス
テ ッ プ Ｓ ７ に 進 み 、 出 力 が 低 減 さ れ る 。 ま た 、 夜 間 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が Ｏ Ｆ Ｆ で あ れ ば 通 常 特
性 パ タ ー ン の ま ま で ス テ ッ プ Ｓ ３ に 進 む 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 電 源 監 視 部 ３ ２ か ら の 監 視 信 号 に よ り バ ッ テ リ Ｂ の 電 源 容 量 を チ ェ ッ
ク し て ス テ ッ プ Ｓ ４ に 進 み 、 こ の ス テ ッ プ Ｓ ４ で 電 源 容 量 が 通 常 領 域 で あ れ ば 、 ス テ ッ プ
Ｓ ５ に 進 ん で 電 動 モ ー タ Ｍ が 通 常 の 出 力 で 作 動 す る よ う に 作 動 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 電 源 容 量 が 通 常 領 域 で な け れ ば ス テ ッ プ Ｓ ６ に 進 み 、 ス テ ッ
プ Ｓ ６ で 電 源 容 量 が 停 止 領 域 か 否 か が 判 定 さ れ 、 電 源 容 量 が 停 止 領 域 で あ れ ば ス テ ッ プ Ｓ
８ に 進 み 出 力 が 停 止 さ れ て 電 動 モ ー タ Ｍ の 作 動 を 停 止 さ せ る 。 一 方 、 電 源 容 量 が 停 止 領 域
に な け れ ば 、 電 源 容 量 が 低 消 費 領 域 で あ る と 判 定 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ に 進 み 、 出 力 が 低 減
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 作 業 車 輌 と し て 塵 芥 収 集 車 を 例 に 採 っ て 説 明 し た が 、 本 発 明 は
、 車 輌 走 行 用 の 電 源 を 利 用 し て 車 輌 に 架 装 し た 作 業 機 器 を 駆 動 さ せ る 作 業 車 輌 全 般 に 適 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 作 業 車 輌 に お け る 作 業 機 器 の 駆 動 制 御 装 置 に よ れ ば 、 電 源 容
量 の 増 減 を 監 視 手 段 に よ り 監 視 し 、 こ の 監 視 結 果 に 基 づ い て 予 め 設 定 し た 領 域 ご と に 作 業
機 器 へ の 出 力 の 増 減 を 制 御 し て 当 該 作 業 機 器 を 駆 動 さ せ る 制 御 手 段 を 備 え た こ と で 、 作 業
機 器 に よ る 電 力 消 費 に よ っ て 車 輌 が 走 行 で き な い よ う な 事 態 が 生 じ る こ と を 未 然 に 防 止 で
き 、 安 心 し て 作 業 機 器 を 駆 動 さ せ て 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 つ ま り 、 ハ イ ブ リ ッ ド カ ー
や 電 気 自 動 車 に 作 業 機 器 を 架 装 し 、 車 輌 走 行 用 の バ ッ テ リ 電 源 を 利 用 し て 作 業 機 器 を 駆 動
さ せ る 作 業 車 輌 に 対 し て 非 常 に 有 効 な 制 御 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 塵 芥 収 集 車 を 示 す 側 面 か ら 見 た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 塵 芥 積 込 装 置 の 作 動 状 態 を 説 明 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 制 御 手 段 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 作 業 機 器 の 駆 動 に 伴 う 電 源 容 量 の 減 少 パ タ ー ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 通 常 特 性 パ タ ー ン 及 び 夜 間 特 性 パ タ ー ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 制 御 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 塵 芥 収 集 車 （ 作 業 車 輌 ）
３ 　 塵 芥 収 容 箱
６ 　 塵 芥 投 入 箱
３ ０ 　 作 業 機 器 制 御 部
３ １ 　 作 業 機 器 操 作 部
３ ２ 　 電 源 監 視 部
Ａ 　 塵 芥 積 込 装 置
Ｂ 　 バ ッ テ リ （ 電 源 ）
Ｍ 　 電 動 モ ー タ
Ｓ Ｗ 　 夜 間 ス イ ッ チ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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